
1）は じ め に

熱帯や亜熱帯の海岸線に見られるマングローブ林
は潮間帯にしか成立できないため，海水準変動の影
響を強く受ける．過去 2万年以降に限ってみても，
約 130 m程度の海面の上昇が見られ，それにともな
い潮間帯の位置も変化している．この潮間帯の移動
にともない，マングローブ林も移動していると考え
られる．そのためマングローブ堆積物は，海水準変
動の指標とすることができる．Thom（ 1975），
Woodroffe（1988，1992，1993），菊池ほか（1978，
1980），宮城・マキシミノ（ 1989），Miyagi and

Fijimoto（1989）によるマングローブ林の研究によ
り，完新世の地形形成過程とマングローブ林の成立
とは密接な関連があることを示している．そこで，
西表島北部の船浦湾のマングローブ干潟でコアの採
集を行い，この湾におけるマングローブ干潟の地下

構造について観察をおこなった．

2）調査地と方法

調査は 1998年 5月の大潮時に，沖縄県八重山郡
にある西表島においておこなった（図 1）．西表島は
日本の中でもっとも広くマングローブ林が分布して
おり，大きい河川の河口にはかならずマングローブ
林を観察することができる．特に，島の北側にある
船浦湾は，川幅が 20 mほどの西田川が流れ込み，
湾の縁にそってマングローブ林が帯状に分布してお
り，マングローブ林を構成する植物も 7種類と日本
の中ではもっとも多い．そのためこの湾は日本にお
ける典型的な亜熱帯の海岸線と考えられる．
この湾の環境は，干潟表層の堆積物の粒度組成や
生物の分布などから，後背地，マングローブ林，前
浜干潟の 3つに大別できる（田中・前田，1999）．3
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つの環境を全て含むように，全体で 11ヶ所（マング
ローブ林と前浜干潟で 8ヶ所・後背地で 3ヶ所）に
おいて試料採集を行った．マングローブ林と前浜干
潟の試料採集地点では，長さ 1 m，直径 8 cmの塩化
ビニールパイプを打ち込み，表層から 1 mの深さま
での堆積物を回収した（図 2）．コアの回収率は 70

％から 100％であった．また，後背地（Locs.3～5）
ではコアによる堆積物の回収ができなかったため，
現場において表層から 1 mの深さまでトレンチを
掘り，堆積物の観察を行った．さらに，マングロー
ブ干潟の形成プロセスを観察するためにコア中に含
まれるサンゴ片，貝殻片，マングローブの根を，炭
素同位体法を用いて年代測定をおこなった．この論
文においては，それぞれの環境において典型的と思
われるコアのみについて述べる．

3）結 果

（1）マングローブ林（図 3）
図 3は，マングローブ林内の Loc.1で採集したコ
アの断面写真である．この地点は，今回採集したコ
アの中で，もっともマングローブ林の奥に位置して
いる．ここでは，表面から 70 cmまでの堆積物を採
集することができた．堆積物の粒度はコアの中で変
わらず，シルトサイズのもので構成されおり，深さ
によっては弱いラミナが見られた．また，マット状
のマングローブの根が各所に見られた．このコアの
深さ 20 cmと 40 cmあるマングローブの根を採集
し，年代の測定をおこなった．その結果，20 cmでは
650±70 Y.B.P., 40 cmでは 470±70 Y.B.P.の値を示
し，深さが浅い場所にあった根の方が古い年代を示
した．現在のマングローブ林の根が深さ 30 cmぐら

いのところに見られることから，年代の新しいマン
グローブの根が古いマングローブの根を越えて成長
したものと思われる．
図 4は，マングローブ林内の Loc.10で採集した
コアの断面の写真である．この地点は，マングロー
ブ林の環境と前浜干潟の境界付近であり，Loc.1よ
り海側に近い．ここでは，表面から 80 cmからまで
の堆積物を採集することができた．このコアは堆積
物の粒度組成から，1）表層から 40 cmまでの中粒か
ら粗粒のマングローブ堆積物，2）40 cmから 80 cm

までの極粗粒～小レキサイズで上方細粒化した堆積
物の 2つに分けることができる．この下部の粗い堆
積物の中には，破損した貝殻や枝サンゴの破片が含
まれていた．これらの貝殻片は，マングローブ干潟
に生息していない貝類の殻で，殻の破損の程度は大
きい．また，深さ 40 cmと 80 cmの場所には，厚さ
2 cm 程度のマングローブの根のマットが見られ
た．深さ 80 cmのマングローブ根と深さ 60 cmの深
さに含まれる貝殻の年代を炭素年代法で測定した．
その結果，マングローブの根では，330±60 Y.B.P.,

貝殻の年代は 2570±80 Y.B.P.を示し，約 330年前
のマングローブ堆積物を，はるかに古い堆積物が
覆っていることがわかった．

図 1 調査地
Fig. 1 Location map

図 2 試料採集地点
Fig. 2 Sampling points
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（2）前浜干潟（図 5）
図 5は，前浜干潟の Loc.9で採集されたコアの断
面の写真である．ここでは，干潟表面から深さ 95

cm までの堆積物を採集することができた．これ
は，深さ 95 cmで基盤の珊瑚礁があったためであ

る．採集された堆積物の粒度はほとんど均質で，細
粒から中粒砂で構成されていた．また，細かく破損
したサンゴ片や貝殻片がコア全体に分布していた．
基盤岩の珊瑚礁の年代を測定すると 3470±50 Y.B.

P.の値を示した．これ以外の前浜干潟において採集

図 3 コアの断面写真（Loc.1）
Fig. 3 Core section of Loc.1
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図 4 コアの断面写真（Loc.10）
Fig. 4 Core section of Loc.10
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図 5 コアの断面写真（Loc.9）
Fig. 5 Core section of Loc.9
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されたコアにおいても，基盤までの深さが違うのみ
で，ほぼ同じ特徴を示した．基盤の深さは，船浦橋
に向かって浅くなる傾向を示した．

（3）後背地
マングローブ林より陸側の場所で，表面は陸生の
植物群落に覆われている．満潮時でも冠水せず，最
大海水面より 50 cm ほど高い．真っ黒な表土が
Loc.3では表面から深さ 60 cmまで続いており，そ
れより深い場所はマングローブ堆積物で構成されて
いた．Locs.4，5と陸に近づくにつれて表土の厚さは
薄くなり，もっとも奥部では基盤の中新統の八重山
層群が剥き出していた．また，表土と同じようにマ
ングローブ堆積物も陸側に向かって薄くなっていっ
た．Loc.3の深さ 60 cmのマングローブの根を年代
測定すると 1950±70 Y.B.P.の値が得られた．

4）ま と め

図 6は，今回の調査で採集した 8本のコアと 3ヶ
所のトレンチ調査に基づいて描いた船浦湾における
マングローブ干潟の模式的な断面図である．今回の
調査は表層 1 mの堆積物の観察のみであるため，船
浦湾におけるマングローブ林の発達についての詳細
なことはわからないが，この図から以下のようなシ
ナリオが考えられる．約 2000年前の船浦湾は，現在
のマングローブ林よりも内陸（現在の後背地）に林

が発達していて，約 330年前までには現在とほぼ同
じところまでマングローブ林が発達した．その後，
粗粒な堆積物が堆積する環境に変化し，マングロー
ブ林は陸側にいったん後退したが，再び現在の位置
まで発達した．このような変遷が地域的なものかど
うかは，さらなる研究が必要である．
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